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食物連鎖と社会的食物連鎖

• なぜ、汚染された魚を食べたのか、どのようにして
食べたのか

• 汚染と被害はどのように広がったのか



チッソはなぜ廃水を無処理で流した
か（1932年〜1968年）

• 毒物は薄めれば、無毒になるのか??

• 水銀が猛毒であることは知っていたのか

• 戦前から何度も漁業補償を行っていたが

• なぜ、排水規制がされなかったのか

• 漁民、漁村への差別の目、地方への差別の目



「原因究明」の虚構と被害の拡大

▶︎ 原因究明という名前の原因隠し
☞原因が不明

☞☞原因物質が不明

☞☞☞原因の由来が不明

☞☞☞☞原因物質と病気の因果関係が不明

▶︎ 歴史に否定されたいくつものこと

水俣病の原因が不明だった、だから生産も止め
なかったし、排水規制もしなかった。



被害民の暮らしと闘いの足跡

• 貧困と見舞金契約（1959年12月30日）

• 水俣病訴訟（1969−1973）

• 認定を求める患者たち（1974〜 ）



NHKドキュメンタリー「日本の素顔」
1959年11月29日放映

NHKアーカイブスでみることができます。「奇病のかげに」+NHKで検索。
26分。



昭和35年水俣チッソ工場 写真提供:小形(元ﾁｯｿ労働者)

繁榮の街、水俣?



チッソ水俣工場 1960年



1959年12月
患者家族の工場正門
前座り込み

写真：熊本日日新聞



水俣病患者・住民の暮らし



患者の暮らし 貧困と差別
ー医師の訪問と隠れる患者ー



漁民たちの生活の窮迫

写真は原田正純先生



水俣病発生当時の避病院（伝染病院）

板の上に筵を敷いた異臭のする部屋に患者は寝かされていた。
（徳臣医師が）訪問すると消毒の臭いが取れなかった。
徳臣晴比古
『水俣病日記 -水俣病の謎解きに携わった研究者の記録から』熊本に日日新聞社、1999年



水俣避病院（伝染病院）開設とコレラ

明治10年10月、水俣地方においてコレラ大流行。日本赤十字社の前身
博愛社は冨岡敬明熊本県権令の要請に応じ、軍医部長の許可を得て、医
員助竹崎季薫を「水俣伝染仮病院」に派遣し、コレラに苦しむ多くの患
者の救護にあたらせた。この時、創設者佐野常民は冨岡から感謝状を与
えられている。
明治33年伝染病予防法に基づく伝染病院となる。



朝の賑わい：活気あふれる魚市場
（昭和３０年代）

写真 〇〇さん提供



1950年代不知火海の漁業



昭和30年頃の漁民の一統の記念写真

写真提供：松崎忠男



とれたイワシをゆでて天日で干す



水俣病患者Iさん：2014年3月31日

判決で水俣病と認められたが。（最高裁で係争中）



水俣病患者のたたかい（1969年〜）
チッソ本社前座り込み

命を返せの叫び
チッソの責任：あやま
れ
被害の償い



水俣病訴訟へ（1969年提訴）

• 1968年9月政府公式見解

• （水俣病は工場廃水による公
害）

• 1969年6月水俣病患者原告が
チッソを相手に損害賠償請求
訴訟

• 1973年 患者の全面勝訴

→ 補償協定書締結

• 行政認定を受けた者に適用

→ 未認定問題の浮上



水俣病についての行政の責任
（2004年10月最高裁判決：関西訴訟）



水俣病の患者・被害者はどれだけいるの
か

1） 正しい解答はない
2） およそ10万人は下らない

新規発生はないが
潜在被害者が少しずつ表に出てきている



水俣病認定申請の状況
公害健康被害補償法に基づく

2015年11月末、熊本は12月。申請総数は日々変化しています。



水俣病特措法救済策対象者
数
（単位：人）

2010年水俣病特措法に基づく医療給付申請者とその判定結果
2012年7月締め切り


